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2. 他菌群との混和・生存試験 





1. Bifidobacterium属および Lactobacillus属菌の培養 
 培養したのは Bifidobacterium longum subsp. longum JCM1217 (以下 B. longum)、Lactobacillus 
casei JCM1134 (以下 L. casei)、およびエリスロマイシン耐性であるM4血清型 Streptococcus 
pyogenes strain 4063-05 pDCerm (以下 S. pyogenes)の 3菌種である。 
 B. longumの培養には BHI培地、L. caseiにはMRS培地を用いた P3)P。 
 
2. 他菌群との混和・生存試験 
 B. longum, L. caseiおよび S. pyogenesを BHI液体培地に植え継ぎ、37℃にて対数増殖期初
期 (ODR600 R= 0.1) まで培養した。 
(1)菌体同士の混和実験 
 S. pyogenesと B. longumまたは L. caseiをそれぞれ 9:1, 9:0.1, 9:0.01の割合で混和し、37℃




 また、コントロールとして B. longum, L. casei、および S. pyogenesのみを含む菌液も、培
養開始時(以下 0時間)と 3時間後において PBSで希釈し、菌数を算定した。 
 
(2)菌体と菌上清の混和実験 
 L. caseiと S. pyogenesの菌液をそれぞれ 20℃、12,500 rpmで 5分間遠心し、上清のみ抽出
して 0.2 µm のフィルター処理をすることにより培養上清を得た。そして L. casei 液と S. 
pyogenes上清液とを 1:9で混和したもの、L. casei上清液と S. pyogenes液とを 1:9で混和し




1. Bifidobacterium属および Lactobacillus属菌の培養 
 L. caseiおよび S. pyogenesは良好に発育したが、B. longumについては BHI寒天培地に播
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(1)菌体同士の混和実験 
 L. caseiと S. pyogenesの混和実験の結果は以下のようになった(図 1)。 
 
図 1 L. caseiと S. pyogenesの混合培養による両菌の増殖率の変化(対数値) 
 
 なお S9:L1,S9:L0.1,S9:L0.01はそれぞれ S. pyogenesと L. caseiの混合比を表す。 
 L. caseiの増殖率は、L. caseiのみで培養した時より S9:L1の方がわずかに低下した。しか
し S9:L0.1,S9:L0.01と、菌液中の L菌の含有率が下がるにつれて L. caseiの増殖率が有意に
上昇した。 
 対して S. pyogenesの増殖率は各サンプルでほとんど差は見られなかった。このことから、
L. caseiは S. pyogenesの増殖は促進も抑制もしないことが示唆された。 
 以上から、L. caseiは相対的に S. pyogenes濃度が高い周囲環境においてより増殖すること
が示された。考えられる機序として、S. pyogenesの分泌する菌体外物質が L. caseiの増殖を




 L. casei体と S. pyogenes上清、L. casei上清と S. pyogenes体の混和実験の結果は図 2の通
りである。 
 予想に反して、L. casei単独よりも S. pyogenes上清を混合した方が増殖率は低下した。 
 S. pyogenesの増殖率は L. casei上清の存在に関わらずほぼ一定であった。 
 この結果から L. caseiの増殖に S. pyogenes上清は寄与しないと考えられる。 
 
5 今後の目標 
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図 2  L. caseiと S. pyogenesの上清混合培養による両菌の増殖率の変化(対数値) 
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